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　８月29日に、町民体育館の落成式を開催し、町内スポーツ団体など関係者約200人が出席しました。
町長は、あいさつの中で「町民の皆さんに、スポーツを身近に親しむことができる『町のシンボル施設』 
としてご活用いただき、将来、本町からオリンピック選手が誕生することを期待しています」と、 
この体育館に寄せる期待の大きさを述べました。（関連記事８、９ページ）

今月の主な記事 住 民 の 動 き
年金から住民税が天引き（特別徴収）されます  ………………P２
漏水調査にご協力ください ……………………………………P３
インフルエンザ予防接種の助成  ……………………………P４
藍住町町民体育館が９月１日に開館しました  ……………P８
守れ人権　許すな差別  ………………………………………P10
情報NOW  ………………………………………………………P11〜16

平成25年８月末現在（　）内は前月比
人　口 34,366人 （＋44） 15歳未満 5,404人 （＋８）

65歳以上 6,473人 （＋37）

平均年齢 41.8歳

　男 16,490人 （＋11）

　女 17,876人 （＋33）

世帯数 13,135戸 （＋18）

9
スポーツ振興の拠点
「藍住町町民体育館」落成式
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今
月
の
納
税

　
　

9
月
は
、
固
定
資
産
税（
２
期
）の
納
付

月
で
す
。

納
期
限
は
、
９
月
25
日
で
す
。

　

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま
で

に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

問 

税
務
課（
☎
６
３
７・３
１
１
７
）

今
月
の
保
険
料
の
納
付
の
お
知
ら
せ

　

９
月
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
普

通
徴
収（
２
期
）の
納
付
月
で
す
。

納
期
限
は
、
９
月
30
日
で
す
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま
で

に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

問 

健
康
推
進
課（
☎
６
３
７・３
１
１
５
）

年金から住民税が天引き（特別徴収）されます
　４月1日現在で65歳以上の年金受給者のうち、前年中の年金所得に係る住民税の納税義務がある方は、支給
される年金から住民税が天引き（年金からの特別徴収）されます。
　ただし、次の方については、対象となりません。

◆介護保険料が年金から引き落としされていない方
◆引き落とされる住民税額が老齢基礎年金等の額を超える方　など
※この制度は、納入方法を変更するもので、年間の税額に変更はありません。

⑴　初めて特別徴収になる方・前年度に特別徴収が中止になった方（図Ａ）
　　10月から翌年２月までの年金から特別徴収されます。
　　６月（第１期）と８月（第２期）は普通徴収（納付書や口座振替）で納めていただきます。
⑵　前年度から引き続き特別徴収となっている方（図Ｂ）
　　２月に特別徴収された金額と同額を、４月から８月までの年金から特別徴収されます。
　　10月から翌年２月までの年金からは、年間の金額から仮徴収金額を差し引いた残額を特別徴収されます。

(例)住民税の年税額が６万円(年金所得のみ)の場合
これまでの納め方

納付書・口座振替（普通徴収）
月 ６月 ８月 １０月 １月

税額 1万5千円 1万5千円 1万5千円 1万5千円
算出方法 1/4 1/4 1/4 1/4

本年度の納め方（Ａ） 来年度以降の納め方（Ｂ）

納付書・口座振替
（普通徴収）

年金からの天引き
（特別徴収）

年金からの天引き
（特別徴収）

月 ６月 ８月 １０月 １２月 ２月 月 ４月 ６月 ８月 １０月 １２月 ２月
税額 1万5千円 1万5千円 １万円 １万円 １万円 税額 １万円 １万円 １万円 １万円 １万円 １万円

算出方法 1/4 1/4 1/6 1/6 1/6 算出方法 前年度の２月と同額 １年間の税額の残りを1/3ずつ
６月と８月は年税額の1/4ずつを納付書で納めてい
ただきます。
10月・ 12月・２月は年税額の1/6ずつを年金から天引
きします。

４月・６月・８月は、前年度の２月と同額を年金から天引き
します。
10月・ 12月・２月は、年税額から４月・６月・８月の税額を差し引
いた残りの税額を年金から天引きします。

問  税務課（☎６３７・３１１７）

病
児
・
病
後
児
保
育

「
こ
ど
も
の
城 

」
休
止
の
お
知
ら
せ

　

病
児
・
病
後
児
保
育「
こ
ど
も
の
城
」

は
、
水
井
医
院
の
休
診
に
よ
り
休
止
と

な
り
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

福
祉
課（
☎
６
３
７・３
１
１
４
）
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 　貴重な水資源を有効利用するため、水道管の漏水調査を実施します。調査は､「音聴棒」や「漏水探知機」など
を使い、道路内の配水管（水道管）から皆さんの宅地内にある水道メーターまでを対象として実施します。町が
委託した調査員が、敷地内に立ち入らせていただくことがありますので、お伺いした際にはご協力をお願いし
ます。

調査期間　９月中旬～11月中旬（予定）
　調査員は、町が発行した写真付調査員証を必ず携行していますので、不審と思われた場合は、
身分証明書の呈示を求めてください。

※この調査は町の費用で実施しますので、皆さんに調査費用を請求することはありません。また、屋内水道
管の漏水調査や水質検査、浄水器のあっせん・販売なども一切していません。ご不明な点がありましたら、 
お問い合わせください。

※漏水調査の結果、道路内で漏水が発見された場合は修理を行いますが、
その際に断水を伴うことがありますので、ご理解とご協力をお願いし
ます。

問  水道課（☎６３７・３１３１）

漏 水 調 査 に ご 協 力 く だ さ い

水を大切に!

水丸くん

　

任
期
満
了
に
伴
う
藍
住
町
長
選
挙
を
11

月
17
日（
日
）に
行
う
予
定
で
す
。

　

こ
の
選
挙
に
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る

方
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

説
明
会
で
は
、
立
候
補
届
出
に
関
す
る

説
明
と
必
要
な
書
類
を
お
配
り
し
ま
す
の

で
、
立
候
補
予
定
の
方
や
関
係
者
の
方
は

ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
16
日（
水
）　

午
前
10
時
か
ら

場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
役
場
４
階
研
修
室
）

問 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
（
☎
６
３
７・３
１
２
６
）

　

全
国
で
平
成
25
年
住
宅
・
土
地
統
計
調

査（
基
準
日
は
10
月
1
日
現
在
）が
行
わ
れ

ま
す
。

　

震
災
後
初
の
住
ま
い
に
関
す
る
大
切
な

調
査
で
す
。
調
査
の
結
果
は
、
皆
さ
ん
の

暮
ら
し
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

調
査
票
の
配
布
期
間

　

９
月
23
日（
月
）～
30
日（
月
）

※
調
査
員
が
伺
い
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

総
務
省
統
計
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.stat.go.jp/

総
務
省
・
徳
島
県
・
藍
住
町

藍
住
町
長
選
挙
の

立
候
補
予
定
者
説
明
会

住
ま
い
か
ら
描
く
日
本
の
未
来
地
図

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

防
災
避
難
訓
練

　

８
月
18
日
に
西
小
学
校
で
防
災
避
難
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。
訓
練
に
は
地
域
住
民
の

ほ
か
、
消
防
署
や
消
防
団
な
ど
関
係
者
ら
約

３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

避
難
訓
練
で

は
、
自
宅
か
ら
避

難
場
所
ま
で
を
徒

歩
又
は
自
転
車
で

移
動
し
、
所
要
時

間
や
避
難
経
路
の

危
険
箇
所
を
確
認

し
ま
し
た
。ま
た
、

受
付
後
は
会
場
内

に
設
け
た
各
種
体

験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
に
参
加
し
、
楽
し
み
な
が

ら
防
災
知
識
を
深
め
ま
し
た
。
訓
練
参
加
者

か
ら
は「
訓
練
に
参
加
し
、
日
ご
ろ
か
ら
の

備
え
が
重
要
だ
と
感
じ
た
」、「
継
続
し
て
訓

練
を
実
施
し
て
ほ
し
い
」と
い
っ
た
声
を
聞

き
ま
し
た
。

　

自
然
災
害
に
よ
る
被
害
を
完
全
に
防
ぐ
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
住
民
の
皆
さ
ん
一
人

一
人
の
備
え
に
よ
っ
て
、
被
害
を
軽
減
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
避
難
訓
練
は
避
難
所
ご

と
に
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
避

難
所
で
訓
練
が
開
催
さ
れ
る
際
は
、
積
極
的

な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

総
務
課
危
機
管
理
室

　
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
１
）
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ワ
ン
ニ
ャ
ン
だ
よ
り
⑬

～ 

猫
と
の
良
好
な
関
係
と
は 

～

　

猫
に
も
人
と
同
じ
よ
う
に
性
格
や
感
情

が
あ
り
、
飼
い
主
の
言
葉
や
態
度
に
敏
感

に
反
応
し
ま
す
。　
　
　
　

　

猫
に
無
理
や
り
言
う
こ
と
を
聞
か
せ
よ

う
と
し
ま
す
と
、
信
頼
関
係
が
崩
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
ま
た
、
怖
が
ら
せ
た
り
嫌
な

思
い
を
さ
せ
た
り
し
ま
す
と
、
そ
の
こ
と

を
い
つ
ま
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
猫
と
の
良
好
な
関
係
を
築
く
た

め
に
は
、
猫
に
問
題
行
動
を
起
こ
さ
せ
な

い
よ
う
な
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。
例

え
ば
、
人
の
食
べ
物
を
猫
の
近
く
に
置
か

な
い
、
ゴ
ミ
箱
な
ど
を
い
じ
ら
せ
な
い
よ

う
に
す
る
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

猫
は
、
ほ
め
ら
れ
た
り
甘
や
か
さ
れ
た

り
さ
れ
る
の
が
大
好
き
で
す
。
そ
ん
な
性

格
を
う
ま
く
利
用
し
て
し
つ
け
を
行
い
、

猫
と
の
良
好
な
関
係
を
築
い
て
く
だ
さ
い
。

県
動
物
愛
護
推
進
員　

花
木
・
西
岡

　
　問 

生
活
環
境
課（
☎
６
３
７・３
１
１
６
）

インフルエンザ予防接種の助成
実 施 期 間 10月１日（火）～12月31日（火）　(各医療機関の休診日にご注意ください）

対　象　者 本町に住民登録があり、次に該当する方
 ◆接種当日で65歳以上の方
 ◆60歳以上65歳未満の方であって、心臓、じん臓、呼吸器の機能、又はヒト免疫不全ウイルス 
 　により、免疫の機能に日常生活活動が極度に制限される程度の障害を有する方
※対象外の医療機関で接種を受ける場合、全額自己負担となりますが、本年度から次の方については助成の対

象となります。
◯特別な理由により、対象医療機関以外の医療機関でなければで接種できない方や長期入院又は入所している方
　（接種を希望される方は、 接種前に保健センターへ申請してください。対象者には接種依頼書を発行しますの

で、2，100円を上限に助成が受けられます。なお、接種前に申請をされていない方は、助成の対象となりま
せんのでご注意ください）

接 種 回 数 １回

自己負担額 1,500円程度（直接医療機関の窓口でお支払いください）
※対象者が生活保護を受給している場合は無料。

準　備　物 健康保険証、運転免許証等、住所が確認できるもの

接種医療機関

○必ず、電話予約をしてから受診してください。予防接種は体調の良い時に受けてください。
○ご希望の方は、早めに医療機関にお申し込みください。
　 
問  保健センター（☎６９２・８６５８）

医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号
安芸内科 ６９２・６１１１ 富本小児科内科 ６９２・７２２８
稲次整形外科病院 ６９２・５７５７ 内科クリニック ･ オクムラ ６９２・４７７１
地域リハビリテーション稲次 ６７９・８８８３ 中川整形外科 ６４１・２２８８
大久保内科 ６９２・１２２０ 中山産婦人科 ６９２・０３３３
奥村医院 ６９２・２４０３ 秦産婦人科・内科 ６９２・５７５８
香川内科 ６９２・９７７０ 浜病院 ６９２・２３１７
近藤外科内科 ６９３・１１８８ 板東整形外科 ６９２・５１５１
西條耳鼻咽喉科 ６９２・８７１１ 増田クリニック ６９３・３０２０
清水内科 ６９２・８９００ 森本医院 ６４１・４１４１
杉みね整形クリニック ６９3・１０２１ 矢野医院 ６９２・４４１１
鶴岡内科胃腸科 ６９２・６８８６ 山田眼科藍住 ６９２・８１１８
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交
通
安
全
運
動
に

　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

水
難
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

〜
あ
ぶ
な
い
! 

お
よ
が
れ
ん
!
〜

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
９
月
21
日

（
土
）か
ら
30
日（
月
）ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

町
で
は
秋
の
交
通
安
全
運
動
に
先
立
ち
、

交
通
事
故
防
止
の
た
め
の
様
々
な
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

板
野
警
察
署
、
民
生
委
員
、
交
通
安
全
協

会
と
連
携
し
、
７
月
26
日
に
独
居
で
生
活
さ

れ
て
い
る
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
て
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
た
ほ
か
、
８
月
８
日
に
は
県
道

徳
島
・
引
田
線（
東
中
富
字
直
道
傍
示
）に
横

断
注
意
の
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

町
が「
交
通
事
故
ゼ
ロ
の
町
」と
な
る
よ

う
、
皆
さ
ん
の
交
通
マ
ナ
ー
に
対
す
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

総
務
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
１
）

　

教
育
委
員
会
が
旧
吉
野
川
と
吉
野
川
沿
い

の
10
箇
所
に
遊
泳
禁
止
の
看
板
を
設
置
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
板
野
警
察
署
、
国
土
交
通

省
と
協
力
の
も
と
、
水
難
事
故
を
防
ぐ
た
め

に
河
川
沿
い
の
危
険
箇
所
を
調
査
、
設
置
し

た
も
の
で
す
。
当
日
は
、
教
育
委
員
会
の
ほ

か
、
町
内
の
学
校
、
板
野
警
察
署
、
国
土
交

通
省
、
西
部
補
導
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
立
会
い

の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
願
い
な
が

ら
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

河
川
は
、
一
見
穏
や
か
に
見
え
て
も
、
意

外
に
深
く
流
れ
が
速
い
場
所
が
あ
り
、ま
た
、

天
候
や
時
間
帯
で
刻
々
と
状
況
が
変
わ
り

ま
す
。「
大
丈
夫
だ
ろ
う
」「
安
全
だ
ろ
う
」と

い
っ
た
思
い
込
み
で
川
に
入
り
ま
す
と
、
気

が
つ
い
た
と
き
に
は
思
い
も
よ
ら
な
い
事
故

を
招
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
各
学
校
は
遊
泳

を
禁
止
し
て
い
ま
す
の
で
、
河
川
で
は
絶
対

に
泳
が
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

教
育
委
員
会（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

サン電子工業　株式会社
～ この地球の未来を照らす ～
会社名　サン電子工業　株式会社
所在地　富吉字穂実５３・４
代表者　岡田　宏
設　立　1980年８月
従業員数　45名
電話番号　(６９２・８５８１)
ホームページ　http://www.sund.co.jp/

～ 町内のがんばる商工業者を紹介します① ～

☆☆こんなものを作っています☆☆
　屋外や、広い倉庫などで使用するＬＥＤ大型照明が主
な商品で、ハイパワーＬＥＤを使った省エネ・長寿命、そ
して圧倒的な明るさが魅力です。町内の防犯灯、ガソリ
ンスタンド、看板照明など、様 な々場面で使われています。
そして昨年末の京都平安神宮・渡月橋をライトアップして
いたのもサン電子工業製のＬＥＤです。

☆☆こんな会社です☆☆
　創業から10年以上にわたる電子機器の組立てやプリン
ト基板の実装事業での生産実績をベースとして、２００８
年にＬＥＤ照明器具の開発をスタートしました。現在で
は、開発から生産機能までを備え持つＬＥＤ照明の一貫
メーカーとして最高品質にこだわった、まさに『MADE IN 
TOKUSHIMA』な製品を作っている会社です。

藍住町がんばる商工業者認定制度
　この制度は、事業計画を策定し県の承認や認定を受けた事業所や講習会等に積極的に参加する事業所など、 
経営向上に意欲的な事業所を町が認定する制度です。今月号から順次、町が認定した事業所をご紹介していきます。

※がんばる商工業者認定制度に関する詳細は、次までお問い合わせください。　　  問
 
経済産業課（☎６３７・３１２０）

平安神宮（大鳥居）ライトアップ

SUND-HL126S 

サン電子工業の皆さん
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　自殺は、様々な要因が複雑に関係して、心や体に不調をきたして起こると言われています。
　また、自殺はその人だけの問題にとどまらず、家族や友人など、周囲の人たちの生活や心に大きな傷を	
もたらします。自殺は決して1人の問題ではなく、皆さんで取り組む必要がある大きな社会問題です。尊い
命を守ることについて、考えてみてください。

相談機関 	ひとりで悩まず、まずはご相談ください。
心の悩み・不安、精神疾患の治療に関すること
　●県精神保健福祉センター（とくしま自殺予防センター）（☎602・8911）
　●徳島保健所（☎602・8905）　　　　	●町保健センター（☎692・8658）

いじめ等の悩み
　●24時間いじめ相談ダイヤル（☎0570・0・78310）　
　●いじめホットライン（警察本部）（☎623・7324）　
　●子どもの人権110番（徳島地方法務局）（☎0120・007・110）
　●チャイルドライン（18歳までの子ども専用電話）（月～土曜日の午後４時～９時）（☎0120・99・7777）

思春期・青年期の悩み、心配事
　●青少年心の電話相談（毎週火・木・土曜日の午後３時～５時、年末年始除く）（☎625・6165）

若者の就労や自立に向けての悩み　
　●とくしま地域若者サポートステーション（☎602・0553）　

いのちの希望（旧徳島いのちの電話）　※民間ボランティアによる相談電話です。
　電話相談（24時間受付	☎623・0444）、メール相談（http://www.inochinokibou.or.jp/）

自殺予防の10か条  次のようなサインを多く認める場合は、自殺の恐れが高まっています。
１.	うつ病の症状（不眠、気分が沈む、自分を責める、意欲の低下など）がある
２.	原因不明の身体の不調が長引く
３.	飲酒量が増える
４.	安全や健康が保てない
５.	仕事の負担が急に増える、大きな失敗をする、職を失う
６.	職場や家族からのサポートが得られない
７.	本人にとって価値のあるもの（地位、家族、財産など）を失う
８.	重症な身体の病気にかかる
９.	自殺を口にする
10.	自殺未遂におよぶ

死にたいと打ち明けられたら･･･
＊話をそらしたり、一方的に話さず、本人の話に耳を傾けましょう。
＊つらい状況に共感を示し、感情を理解し受け止めてください。
＊本人を責めたり、叱咤激励したり、世間一般の常識を押しつけたりすることは避けましょう。
＊「自殺しない」と約束してもらうことは自殺予防に有効です。
＊不眠や食欲の低下、気持ちの落ち込みなどの症状は、治療で良くなることを伝えましょう。
＊十分に訴えを聴いたうえで、専門家に相談するよう勧めましょう。

自殺予防週間 （９月16日（月）まで）
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アルコールとの上手なつきあい方⑦

酒は百薬の長? 万病の元?
藍里病院 副院長

　吉　田　精　次 先生

　人間と酒（アルコールを含む飲料）の関係は実に長い歴史があります。人間の作った最も古い記録では	
メソポタミア地方で、３千年前にさかのぼります。熟れた果実に付いた微生物によって偶然アルコールが
発生したのがきっかけのようです。日本でも紀元8世紀には酒の記載が残っています。ただ、当時は簡単に
酒を大量に造る技術がなかったため、相当な貴重品でした。「御

お

神
み

酒
き

」という言葉が今も残っているように神
への供物の代表でもあり、今のように薬物がなかった時代では「薬」としても用いられていました。「酒は百
薬の長」という言葉が今も残っていますが、これは紀元元年、中国の漢の時代の王

おう

莽
もう

という人が『食
しょっ

貨
か

志
し

』に
「塩は食の将、酒は百薬の長」と書いたのが始まりです。ところが、人為的に酒を造る技術が進む時代にな
りますと、酒に対する考え方も変わってきます。吉田兼好は『徒

つれ

然
づれ

草
ぐさ

』の中で「百薬の長とはいえど、万
よろず

の病
は酒よりこそ起れ」と、多くの病気は酒が原因で起こることから、飲み過ぎをいさめています。アルコール
は多彩な作用を持つ飲料です。飲み方によって百薬の長とも万病の元にもなります。現在は、安価で簡単
にアルコールが手に入る時代ですので、私たちはアルコールの有用性と危険性を十分に知っておかなけれ
ばならないと思います。そのための一助になればと、この連載を行っています。
　2011年にＷＨＯが世界100か国以上の統計を調べた結果、アルコールによって健康を害し死亡した人
は世界中で年間250万人にのぼると発表しました。これは世界の全死亡率の４％に相当します。日本では	
約900万人の人がアルコールによって何らかの健康被害を起こしていると言われています。要は飲み方と	
飲酒量です。
　今月は自分の飲酒の危険度をチェックするＡＵＤＩＴというテストをご紹介します。

日本酒 ビール

1合　180ml 1本　500ml

＝

Alchol Use Disorders Identificastion Test 
AUDIT ＷＨＯが開発。１９９６年日本語版を発表。

１．あなたはアルコール飲料をどのくらいの頻度で飲みますか？
　　0点：飲まない  1点：１ヶ月に１回以下  2点：１ヶ月に２～４回  3点：週に２～３回  4点：週に４回以上

２．飲酒するときには通常どれくらいの量を飲みますか？
　　※日本酒１合＝ビール500ml＝ウイスキーダブル１杯＝焼酎湯割り２杯＝ワイングラス1.5杯＝２単位
　　0点：１～２単位　 1点：３～４単位　 2点：５～６単位　 3点：７～９単位　 4点：１０単位以上

３．一度に６単位以上飲酒することがどのくらいの頻度でありますか？
　　0点：ない　　 1点：月に１回未満　 2点：月に１回　 3点：週に１回　 4点：毎日～ほとんど毎日

４．過去１年間に、飲み始めると止まらなかった事がどれくらいありましかた？
　　0点：ない　　 1点：月に１回未満　 2点：月に１回　 3点：週に１回　 4点：毎日～ほとんど毎日

５．過去１年間に、飲酒していたために普通ならできることができなかったことが、
　　どれくらいありましたか？　
　　0点：ない　　 1点：月に１回未満　 2点：月に１回　 3点：週に１回　 4点：毎日～ほとんど毎日

６．過去１年間に、迎え酒をしたことがどれくらいありましたか？
　　0点：ない　　 1点：月に１回未満　 2点：月に１回　 3点：週に１回　 4点：毎日～ほとんど毎日

７．過去１年間、飲酒後罪悪感や自責の念にかられたことがどれくらいありましたか？
　　0点：ない　　 1点：月に１回未満　 2点：月に１回　 3点：週に１回　 4点：毎日～ほとんど毎日

８．過去１年間に、飲酒した後、前夜の事を思い出せなかったことがどれくらい
　　ありましたか？
　　0点：ない　　 1点：月に１回未満　 2点：月に１回　 3点：週に１回　 4点：毎日～ほとんど毎日

９．あなたの飲酒のためにあなた自身か他の誰かがケガをしたことがありますか？
　　0点：ない　　 2点：あるが過去１年間はなし　4点：過去１年間にあり

10．家族や友人や同僚、医師からあなたの飲酒について心配されたり飲む量を
　　減らすように言われたことがありますか？
　　0点：ない　　 2点：あるが過去１年間はなし　4点：過去１年間にあり

AUDITを用いた飲酒問題の重症度判定

40点

24点
アルコール依存症患者の平均点

20点
アルコール依存症を疑う

17点
月１回以上泥酔・朝酒をする者の平均点

15点
アルコール性肝障害患者の平均点
14点
ほとんどの配偶者が悩みを持つ

10点
過半数が周囲から酒量減量の注意を受ける

7点
一般住民50歳男性の平均点民

0点

Probable
Alchol
Depandenca
アルコール
依存症疑い

HighRisk
Drinker
健康被害の
可能性の高い
危険な飲酒

LowRisk
Drinker
比較的危険の
少ない飲酒



No 836広報あいずみ ■ 8

新しい町民体育館が９月１日に開館しました
＜スポーツ関係の手続は町民体育館へ!＞
　９月１日から教育委員会社会体育係の業務は、町民体育館で行っています。スポーツ施設の貸出し、各種体育関係
の申請等は、町民体育館１階事務所へお願いします。

開館時間　午前８時30分～午後10時（受付業務等は午前８時30分から午後６時まで）
休 館 日　毎週月曜日（その日が祝日等に当たる時は、その翌日）　年末年始（12月28日～１月４日）

　町民体育館には、コードレスバイク、ランニングマシン等を備えたトレーニングルームがあります。その
ほか、アリーナ、研修室、会議室等も備えていますので、健康増進を目的として広くご利用いただけます。 
※各部屋（設備）等の使用方法・使用料等の詳細は、お問い合わせください。

問  町民体育館（☎ ６９２・１１１５）（FAX ６９２・１１１６）

町
民
体
育
館
の
完
成
を
記
念
し
て

「
テ
レ
ビ
」「
掛
け
時
計
」を
寄
贈

　
藍
住
町
誘
致
企
業
会
様【（
株
）ジ
ェ
イ
テ
ク

ト
徳
島
工
場
、光
洋
シ
ー
リ
ン
グ
テ
ク
ノ（
株
）、

シ
ミ
ズ
精
工（
株
）徳
島
工
場
】か
ら
テ
レ
ビ
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
金
融
機
関
様

【（
株
）阿
波
銀
行
、（
株
）徳
島
銀
行
、（
株
）四
国

銀
行
、
徳
島
信
用
金
庫
】か
ら
掛
け
時
計
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。寄
贈
品
は
、シ
ミ
ズ
精
工（
株
）

西
川
邦
男
取
締
役
、
阿
波
銀
行
宇
山
芳
浩
藍
住

支
店
長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
と
と
も
に
石
川
町

長
や
友
竹
副
町
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。更
に
、

板
野
郡
農
業
協
同
組
合
様
か
ら
も
完
成
を
記
念

し
て
掛
け
時
計
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
寄
贈
品
は
有
効
活
用
す
る
た
め
に
、
早
速
、

町
民
体
育
館
に
設
置
し
ま
し
た
。

研修室

トレーニングルーム

会議室

アリーナ
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おめでとう おめでとうおめでとう おめでとう

100歳おめでとうございます

　８月15日に、ご自宅を石川町長が慶祝訪問し、祝い
状と記念品を贈呈しました。
  ふだんから、ご家族に囲まれて生活されており、大変
お元気で健康そのもの。町長と和やかに歓談をされ「食
事は好き嫌いがなく、身の回りのことはできるだけ自
分でするよう心掛け、家事などの手伝いをすることが
元気の秘けつ」と話してくれました。　

　これからもお元気にお過ごしください。
（９月１日現在、町内の100歳以上の方は、男性２人　女性８人）

近藤　アヤ子さん（徳命） 大正２年８月15日生まれ

　　　　町民体育館落成記念
　    あいすむまちの音楽会
　９月７日に、町民体育館の落成記念事業として、とくしま国民文化祭記念管弦楽団 （通称：とくし
ま記念オーケストラ）を招いてクラシックコンサートを行いました。

　当日は730人が来場し、日本を代表する指揮者の増井信貴氏と管弦楽団による圧巻の演奏を耳で、
目で、肌で感じていました。また、藍住中学校・東中学校吹奏楽部やオーディションにより選ばれた
ピアニスト（板東志保さん、西内佑衣さん、西川真央さん、鈴木亜紀代さん）と管弦楽団との共演も行い、
参加者はこの日のために積み重ねてきた練習の成果を存分に発揮していました。

　コンサートの開催にご協力いただいた関係者、そして、来場くださった皆さん、ありがとうございました。
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「絆を紡いでいくために」 ●藍住町スローガン●

守れ人権 許すな差別

なんでも話せる　仲間が　いいね	 ６年　犬　伏　優　希
だいじょうぶ　あなたはだいじな　ひとりです	 ６年　大　貫　鈴　夏
その言葉　発言前に　考えよう	 ６年　高　橋　晴　香
大切な　みんなの笑顔　守ろうよ	 ６年　原　　　桃　花
ひと言で　人の心が　変わるんだ	 ６年　石　川　皓　己
イジメてる　見てるだけでも　その一味	 ６年　漆　原　匠　希

藍住西小学校児童作品

人権標語

　春は別れの季節でもあり、また出会いの季節でもあります。私たちは、出会いと別れを繰り返しなが
ら成長していきます。そして、今年の４月にも瞳を輝かせ、中学校へ入学してきた多くの子どもたちと
出会うことができました。新入生への最初のお願いは、まず「級友たちとの出会いを大切にしてほしい」
ということです。では、出会いを大切にするということは、具体的にどうすることでしょうか。本来は
自分たちでしっかりと考えて、一人一人自分なりの答えを見つけることが大事だと思いますが…「自分
との違いを認め、それを受け入れる」こともその答えの一つではないでしょうか。
　中学１年生は、子どもの成長過程にとって一つのターニングポイントで
あると言えます。思春期に入り、心と体のバランスが不安定になる時期で
もありますし、新しい友達との出会いや学習内容が大幅に変わることなど、
子どもたちにとっては不安なことが多い時期です。そんな中で、外見や考
え方などの「ちがい」を受け入れることができない人は、時として人を傷つ
けてしまいます。時には「けんか」という形で、また時には「いじめ」という
陰湿な形で…それを防ぐためにも、まずは誰もが自分を大切に思っている
ように他の人も同じように自分を大切に思っているということを再認識し、その上で「ちがい」を互いに
認め合いながら「個性」として受け入れ、しっかりとコミュニケーションを取っていくことが重要だと思
います。
　しかし、最近の子どもたちは、その大事なコミュニケーションをお互いの「ことば」ではなく、多くが
携帯電話等のメールで行っているという点が非常に不安でなりません。確かにメール機能は「ことば」が
不自由な人たちにとっては大事なツールだと思いますが、残念ながらその情報量には限界があります。
携帯電話やスマートフォンは便利な機器ですが、使い方次第ではマイナス面も多いものです。新聞紙上
でも、ＬＩＮＥ（スマートフォンの無料通話メールアプリ）上のやりとりでのトラブルが殺人事件に発展
したことが大きく取り上げられました。相手の顔が見えない中で、だんだんとことばが過剰になっていっ
た様子がその後に分かってきました。もし、早い段階で会って話をしていたら今回のようなことは起こっ
ていなかったかもしれません。自分たちの本当の気持ちというものは、やはり面と向かっての話でない
と伝わらないのではないでしょうか。
  人が人と生活している以上、その中で様々なトラブルが起こると思います。しかし、相手の気持ちを
考えながら話をすることによって、少しずつ解決に向かっていくと思います。それが自分自身のコミュ
ニケーション能力を向上させるとともに、相手のことをより深く理解することになり、人と人の絆を紡
いでいく作業にもなるのではないでしょうか。まずは家庭から話をすることを始めてみませんか。

町人権教育推進協議会　運営部会　阿部　哲也
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幼
児
い
き
い
き
健
康
教
室

「
い
つ
も
よ
り
10
分
早
起
き
!

し
っ
か
り
朝
ご
は
ん
!!
」

　

お
い
し
く
て
、
手
早
く
簡
単
に
作
れ
る
朝

食
の
レ
シ
ピ
を
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

日

時　
10
月
３
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場

所　
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

内

容

　

・
健
康
セ
ミ
ナ
ー「
早
ね
、
早
お
き
、
朝

　
　

ご
は
ん
！
と
栄
養
バ
ラ
ン
ス
」

　

・
朝
食
レ
シ
ピ
の
調
理
実
習
・
試
食

対
象
者　

３
歳
か
ら
６
歳
ま
で
の
幼
児

　
　
　
　
　

が
い
る
家
庭
の
方　

定

員　
15
人（
申
込
順
）

参
加
費　
１
人
２
０
０
円

準
備
物　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
タ
オ
ル

申
込
期
間　
９
月
17
日（
木
）～
25
日（
水
）

主

催　
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」食
育
部 

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２・８
６
５
８
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

日

時　
９
月
29
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

※
小
雨
決
行（
雨
天
で
中
止
の
場
合
は
10
月

　

６
日（
日
）に
順
延
）

場

所　
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

申
込
期
限　
９
月
20
日（
金
）ま
で

申
・
問 

教
育
委
員
会（
町
民
体
育
館
内
）

（
☎
６
９
２・１
１
１
５
）

軽
登
山
教
室「
西
三
子
山

（
に
し
み
ね
や
ま
）」

　

標
高
１
３
４
９
㍍
。
山
頂
の
見
晴
ら
し
が

良
く
、
隠
れ
た
名
山
で
す
。

日

時　
10
月
19
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
７
時
出
発（
小
雨
決
行
）

集
合
場
所　
総
合
施
設
駐
車
場

　
　
　
　
　
（
旧
プ
ー
ル
跡
駐
車
場
）

対
象
者　

町
民
又
は
町
内
在
勤
の
方
で

　
　
　
　
　

日
帰
り
登
山
が
で
き
る
方

定

員　
20
人（
申
込
順
）

参
加
費　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
５
０
０
円

　
　
　
　
　

会
員
以
外　

６
千
円

申
込
受
付　
９
月
17
日（
火
）か
ら

※
昼
食
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
10
月
４
日（
金
）以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、

　

参
加
費
を
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー

ヘ
ル
シ
ー
料
理
教
室
後
期
受
講
生
募
集

　

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

た
め
の
ヘ
ル
シ
ー
料
理
教
室
を
開
講
し
ま

す
。
カ
ロ
リ
ー
計
算
さ
れ
た
料
理
を
学
び
、

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
生
活
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

期

間　
10
月
24
日（
木
）～

　
　
　
　
　

平
成
26
年
３
月
27
日（
木
）

　
　
　
　
　

毎
月
第
４
木
曜
日
の
午
前
９
時

　
　
　
　
　

か
ら

講

師　
県
栄
養
士
会
会
員

　
　
　
　
　

小
林 

雅
代
氏

対
象
者　
町
内
在
住
又
は
在
勤
の
女
性

定

員　
20
人

※
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

受
講
料　
無
料（
別
途
材
料
費
３
千
円
が

　
　
　
　
　

必
要
で
す
）

※
材
料
費
は
前
納
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
休

ま
れ
た
場
合
で
も
返
金
し
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付　
９
月
17
日（
火
）か
ら

※
託
児
を
ご
希
望
の
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
幼
児
１
人
に
つ
き
１
回
２
０
０
円
で

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２・６
２
６
６
）

大
麻
山
登
山
教
室

　

秋
風
と
と
も
に
頂
上
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
！

日

時　
10
月
６
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
集
合

集
合
場
所　
大
麻
比
古
神
社
駐
車
場

参
加
費　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員　

無
料

　
　
　
　
　

会
員
以
外　

５
０
０
円（
保
険
料
）

※
昼
食
・
コ
ッ
プ
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
集
合
場
所
ま
で
行

く
こ
と
が
困
難
な

方
は
、
集
合
時
間

の
30
分
前
に
体
育

セ
ン
タ
ー
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

平
成
26
年
版

徳
島
県
民
手
帳
予
約
受
付
中

　

徳
島
の
主
要
デ
ー
タ
や

様
々
な
お
役
立
ち
情
報
が

詰
ま
っ
た
手
帳
で
す
。

　

表
紙
は
県
章
版（
ブ
ル

ー
）と
す
だ
ち
く
ん
版（
グ

リ
ー
ン
）の
２
種
類
あ
り

ま
す
の
で
、 

好
み
に
応
じ
て
お
選
び
く
だ

さ
い
。

定

価　
１
冊
５
０
０
円

申
込
期
限　
９
月
27
日（
金
）ま
で　

申
・
問 

企
画
政
策
課

（
☎
６
３
７・３
１
２
４
）
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●自衛官（学生）受付案内●
募集種目 資　　　格 受　付　期　間 試　験　日 そ　の　他

防 衛 医 科 大 学
看 護 学 科 学 生
(自衛官コース)

高卒（見込含）
21歳未満 ９月30日（月）まで

１次:10月19日(土)
２次:11月30日(土)
　　　　　12月１日(日)

◆試験会場:（1次）海上自衛隊徳島教育航空群
　　　　　　　     （松茂町）
◆修学年限：4年

防 衛 医 科 大 学 高卒（見込含）
21歳未満 ９月30日（月）まで １次:11月2(土)・3日(日)

２次:12月18日(水)～20日(金)
◆試験会場:（1次）海上自衛隊徳島教育航空群
　　　　　　　     （松茂町）
◆修学年限：6年

防衛大学

一般
（前期） 高卒（見込含）

21歳未満
(自衛官は23未満)

９月30日（月）まで １次:11月９日(土)
　　　　　10日(日)

◆試験会場：海上自衛隊徳島教育航空群
　　　　　　（松茂町）

一般
（後期）

平成26年1月22日(水)
～31日(金) １次:平成26年３月１日(土) ◆試験会場：防衛大学

高等工科学校生徒
15歳以上17歳未満
(26年３月に中学校
卒業又は中等教育の
前期課程修了見込)

11月1日(金)～
平成26年1月10日(金) 平成26年１月18日(土)

◆試験会場:（1次)海上自衛隊徳島教育航空群
　（松茂町）
◆試験科目:(1次)筆記試験、作文
                (2次)口述試験(個別面接)、
　　　　　　　　身体検査

申 ・問 自衛隊鳴門地域事務所 ( ☎ 685・5306） 鳴門市撫養町立岩字七枚 57
       　 自衛官募集ホームページ (http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/)

受講期間　10月2日（水）～平成26年3月31日（月）
受講資格　町内在住者又は在勤者で20歳以上の方（学生を除く）
申込期間　９月15日（日）～21日（土） 午前９時～午後５時　　
★ 各講座、定員を超えた場合は初めての方を優先して抽選を行います。当選者には、９月30日（月）　　　　　　　　

までに書面で通知します。
★ 応募者が少ない講座は、開講しないことがあります。
★ 各講座の受講料は、６か月分となります。
★ 各講座は、材料費等が別途必要となります。
★ 受講日は都合により変更、又は休講にする場合があります。

 申 ・問 コミュニティセンター （☎637・3130）（火曜日休館）

平成25年度後期コミュニティセンタ−教養講座
講座名 曜　日 時　間 定　員 受講料 場所

民　謡（唄）
第1・3土曜日

午後３時30分～４時30分 20人 3,500円 研修室

民　謡（三味線） 午後４時30分～５時30分 15人 3,500円 研修室

文 化 箏（入門） 第2・4土曜日 午後３時～５時 15人 4,000円 研修室

中国語（入門） 毎週土曜日 午前10時～11時30分 20人 4,500円 研修室

英会話（昼） 毎週金曜日 午後２時～３時30分 15人 4,500円 研修室

英会話（夜） 毎週水曜日 午後７時～８時30分 15人 4,500円 研修室

初心者からの
オカリナ演奏 第1・3月曜日 午前10時～11時30分 15人 4,500円 研修室

いけばな（嵯峨御流） 第2・4木曜日 午後７時30分～９時30分 20人 2,500円 藍工房

いけばな（小原流） 第2・4木曜日 午後１時30分～４時30分 20人 2,500円 藍工房

絵手紙 第2・4水曜日 午後１時～３時 15人 4,500円 藍工房

募集
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成
年
後
見
・
相
続
・
遺
言

無
料
相
談
会

　

認
知
症
等
に
よ
っ
て
判
断
能
力
が
不
十
分

に
な
っ
た
た
め
に
、
日
常
生
活
で
不
利
益
を

被
っ
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、「
成
年
後

見
制
度
」が
あ
な
た
や
家
族
を
守
り
ま
す
。
ま

た
、
相
続
や
遺
言
の
ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

　

偶
数
月
第
１
水
曜
日
に
無
料
相
談
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日
時　
10
月
２
日（
水
）午
後
１
時
～
３
時

場
所　
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階（
相
談
室
）

問 
一
般
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
徳
島
県
支
部

　
県
行
政
書
士
会
内（
☎
６
２
６・
２
０
８
３
）

　
徳
島
市
か
ち
ど
き
橋
１
丁
目
41

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

　

行
政
書
士
が
次
の
書
類
の
作
成
に
つ
い

て
、
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

対
象
書
類

 

・
官
公
庁
に
提
出
す
る
書
類

 

・
権
利
義
務
に
関
す
る
書
類

 

・
事
実
証
明
に
関
す
る
書
類　

日

時　
10
月
21
日（
月
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
５
時

場

所　
町
役
場

　
　
　
　
（
１
階
住
民
相
談
室
）

問 

県
行
政
書
士
会
徳
島
北
支
部

（
☎
６
３
７・５
７
７
８
）

あ
い
ず
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

今
年
は
、
10
月
27
日（
日
）に
開
催
す
る
予

定
で
す
。

　

家
族
で
、
友
達
で
、
ま
た
一
人
で
も
自
由

に
楽
し
め
ま
す
。
運
動
不
足
の
方
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
が
気
に
な
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
参
加
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
来
月
号（
10
月
15
日
発
行
）に

掲
載
し
ま
す
。

問 

教
育
委
員
会（
町
民
体
育
館
内
）

（
☎
６
９
２・１
１
１
５
）

農
業
振
興
祭

日

時　
10
月
５
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
か
ら（
小
雨
決
行
）

※
大
雨
の
場
合
、
６
日（
日
）に
順
延

場

所　
緑
の
広
場

イ
ベ
ン
ト
内
容　

 

・
農
産
物
の
即
売（
開
会
式
終
了
後
、
販
売
）

　

藍
住
産
新
米
、
新
鮮
野
菜
、

　

農
産
加
工
物

 

・
各
部
会
コ
ー
ナ
ー

　

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、

　

パ
ッ
ト
ラ
イ
ス
、

　

わ
た
菓
子
、
金
魚
す
く
い
等

主

催　
町
自
立
経
営
農
業
振
興
会

問 

経
済
産
業
課（
☎
６
３
７・３
１
２
０
）

町
民
体
育
館
落
成
記
念

「
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
交
流
大
会
」

　

四
国
内
の
約
80
チ
ー
ム
が
日
ご
ろ
の
成
果

を
競
い
ま
す
。
地
元
藍
住
の
チ
ー

ム
も
出
場
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
応

援
で
更
に
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

日

時　
９
月
29
日（
日
）午
前
９
時
～
午
後
１
時

場

所　
町
民
体
育
館

入
場
料　
無
料

問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

お
芋
掘
り
を
楽
し
も
う
！

板
野
東
部
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
交
流
会

日

時　
10
月
19
日（
土
） 

午
前
10
時
集
合

場

所　

徳
島
と
く
と
く
タ
ー
ミ
ナ
ル

　
　
　
　
　

駐
車
場
橫
の
畑（
松
茂
町
中
喜

　
　
　
　
　

来
字
前
原
東
四
番
越
）

※
オ
レ
ン
ジ
の
旗
が
目
印
で
す
。

参
加
資
格

　

板
野
東
部
フ
ァ
ミ
サ
ポ
地
区

　

で
小
学
生
ま
で
を
子
育
て
中
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

定

員　
１
５
０
組（
申
込
順
）

参
加
費　
無
料

申
込
期
間　
10
月
８
日（
火
）～
11
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
土
・

　
　
　
　
　

日
・
祝
日
除
く
）

※
当
日
、
車
で
お
越
し
の
方
は
、
近
隣
の
有

　

料
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

板
野
東
部
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

　
　
　
　
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
３・３
０
３
３
）

職
業
訓
練
生
募
集

　

再
就
職
を
目
指
す
求
職
者
の
方
を
対
象
に

職
業
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

募
集
訓
練
科

◆
住
環
境
計
画
科

　

住
宅
の
営
業
職
又
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
な

る
た
め
の
建
築
関
連
知
識
、
ま
た
、
内
装
・

設
備（
特
に
省
エ
ネ
関
連
）や
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

に
最
適
な
住
空
間
の
計
画
・
提
案
を
す
る
た

め
の
知
識
・
技
術
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

訓
練
期
間　
11
月
１
日（
金
）～

　
　
　
　
　
　
　

平
成
26
年
４
月
28
日（
月
）

対
象
者　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申
込

　
　
　
　
　

み
を
し
て
い
る
方
等

※
選
考
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
講
料　
無
料（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
等
が

　
　
　
　
　

必
要
で
す
）

申
込
期
限　
９
月
２
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

～
10
月
７
日（
月
）

申
・
問 

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求

　
　
　
　
職
者
支
援
機
構
徳
島
職
業
能
力
開

　
　
　
　
発
促
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
☎
６
５
４・５
１
０
２
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
い
た
午
前
９
時
か
ら

　

午
後
５
時
。
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図
書
館
の
行
事

お
は
な
し
会

　

毎
週
日
曜
日　

午
後
２
時
～
２
時
30
分 

あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会

　

９
月
25
日（
水
）、
10
月
９
日（
水
）

　

午
前
10
時
30
分
～ 

11
時

井
隈
読
書
会

　

10
月
３
日（
木
）午
前
10
時
か
ら

　
テ
ー
マ
本
　「
人
の
匂
ひ
」

日
本
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
ク
ラ
ブ
編

◎
休
館
日

　

▼
毎
週
月
曜
日

　

▼
振
替
休
館
日
…
９
月
17
日（
火
）・
24
日（
火
）

　

▼
毎
週
月
曜
日
…
９
月
19
日（
木
）

◎
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

　

図
書
館
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
て
く

だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

図
書
館（
☎
６
９
２・０
０
７
０
）

藍
の
館
作
品
の
展
示
即
売

　

婦
人
用
ブ
ラ
ウ
ス
・
帽
子（
麻
）・
シ
ャ
ツ
、

子
ど
も
用
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
、
の

れ
ん
、
日
傘
な
ど
の
藍
染
製
品
を
展
示
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

場

所　
藍
の
館（
展
示
室
）

　

慶
応
３
年（
１
８
６
７
年
ご
ろ
）建
築
の
お
も

む
き
の
あ
る
建
物
の
中
で
、
藍
染
め
を
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
伝
統
の
天
然
藍
で
染
め

て
み
ま
せ
ん
か
？

思
い
入
れ
の
あ
る
古
く
な
っ
た
洋
服（
し
み
が

付
い
た
も
の
・
黄
ば
ん
だ
も
の
）な
ど
を
藍
染

め
で
よ
み
が
え
ら
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
自
然
素
材
の
木
綿･

麻･

シ
ル
ク
は
よ
く
染
ま

　

り
ま
す（
記
憶
形
状
・
Ｕ
Ⅴ
カ
ッ
ト
は
不
可
）。

　

持
込
み
体
験
価
格　

　

１
ｇ
15
円
・
シ
ル
ク
の
み
１
ｇ
30
円

第
１
日
曜
日　
琵
琶
演
奏
体
験　
　
　

第
１
月
曜
日　
ぞ
め
き
演
奏　
　

第
２
日
曜
日　
尺
八
演
奏　
　
　
　
　

第
３
日
曜
日　
琴
演
奏
体
験
学
習

第
４
日
曜
日　
梅
若
流
民
謡
啄
穂
会　

※
各
演
奏
・
体
験
は
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
（
ぞ
め
き
演
奏
の
み
午
後
２
時
ま
で
）

問 

藍
の
館（
☎
６
９
２・６
３
１
７
）

介
護
予
防
講
演
会

『
認
知
症
の
正
し
い
理
解
と
予
防
』

日

時　
10
月
16
日（
水
）

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
～
３
時
30
分

場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

講

師　
今
井
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　

今
井
幸
三
院
長

　
　
　
　
（
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
）

問 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
３
７・３
１
７
５
）

町
国
際
交
流
協
会

設
立
10
周
年
記
念
事
業

　

町
国
際
交
流
協
会
は
、
今
年
、
設
立
10
周

年
を
迎
え
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
現

在
、
国
際
交
流
・
国
際
理
解
へ
の
取
組
を
更

に
推
進
す
る
た
め
、
記
念
事
業
と
し
て
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

日

時　
10
月
13
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

場

所　
町
民
シ
ア
タ
ー（
役
場
４
階
）

内

容　
　

◆
記
念
講
演
会

　

演
題　
「
我
慢
の
先
に
は
、
い
い
こ
と
が

　
　
　
　

待
っ
て
い
る
」

　

講
師　
大
日
寺
住
職　

金
昴
先
氏

◆
韓
国
舞
踊

申
・
問 

町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
　
　
　
（
☎
６
９
２・９
９
５
１
）

　
　
　
　
（
F  ６
９
２・１
６
１
６
）

　
　
　
　
（E-m

ail

：aizum
i_kokusai@

　
　
　
　

 garnet.nm
t.ne.jp

）

海
上
自
衛
隊
徳
島
航
空
基
地
公
開

　

徳
島
航
空
基
地
開
隊
55
周
年
記
念
行
事
に

合
わ
せ
て
、
基
地
を
公
開
し
ま
す
。

日

時　
９
月
28
日（
土
）午
前
９
時
～
午
後
３
時

内

容　

 

・
開
隊
55
周
年
記
念
式
典

 

・
編
隊
飛
行

 

・
飛
行
展
示

 

・
航
空
機
地
上
展
示

 

・
広
報
館
、
記
念
館
公
開

 

・
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験
飛
行　

な
ど

問 

海
上
自
衛
隊
徳
島
教
育
航
空
群
司
令
部

　
　
広
報
室　
（
☎
６
９
９・５
１
１
１
）　

　
　
松
茂
町
住
吉
字
住
吉
開
拓
38

高
年
齢
者
対
象

職
業
生
活
設
計
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
セ
ミ
ナ
ー

　

年
金
な
ど
の
社
会
保
障
制
度
を
踏
ま
え
た
、

高
齢
期
に
お
け
る
職
業
生
活
設
計
を
支
援
す

る
た
め
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。

日

時　
９
月
27
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

場

所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳴
門

　
　
　
　
（
２
階
会
議
室
）

　
　
　
　

鳴
門
市
撫
養
町
南
浜
権
現
12

対
象
者　
55
歳
以
上
の
求
職
者
と
勤
務
さ
れ

　
　
　
　

て
い
る
方

参
加
費　
無
料

申
・
問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳴
門

（
☎
６
８
５・２
２
７
０
）

　
　
　
　
徳
島
商
工
会
議
所
産
業
労
政
部

（
☎
６
５
３・３
２
１
１
）

皆さんで徳島ヴォルティスを
盛りあげましょう!!
●９月29日（日）午後４時から
　　　　　　VS ガイナーレ鳥取
●試合会場
　ポカリスエットスタジアム
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（氏　名） （年　齢） （住　　所）

木　村　久　子 85歳 勝瑞字西勝地

宮　本　武　文 92歳 勝瑞字東勝地

三　宅　達　彦 70歳 乙瀬字乾

木　内　愛　明 80歳 東中富字東傍示

岡　田　千鶴子 77歳 勝瑞字東勝地

佐　藤　清　實 92歳 勝瑞字西勝地

北　島　義　夫 71歳 住吉字神蔵

中　野　由　子 83歳 住吉字藤ノ木

8月

おくやみ申し上げます月88

　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよ
う、健康チェックや健康体操、お話、レクリエーショ
ン等の内容で各地域老人憩の家で開催しますので、
お気軽にご参加ください。

開催日 曜日 時　間 場　所 内　容

９月18日 水 午前９時30分～11時 江ノ口老人ルーム 健康チェック
健康体操（運動指導士）

９月18日 水 午後１時30分～３時 徳命老人憩の家 健康チェック
カラオケ

９月20日 金 午後１時30分～３時 東中富老人憩の家 健康チェック
おしゃべりサロン

９月30日 月 午前９時30分～11時 乙瀬老人憩の家 健康チェック
健康のお話（理学療法士）

９月30日 月 午後１時30分～３時 奥野老人憩の家 健康チェック
室内スポーツ

10月１日 火 午後１時30分～３時 西部老人憩の家 健康チェック
室内スポーツ

10月２日 火 午後１時30分～３時 西部老人憩の家 健康チェック
室内スポーツ

10月７日 月 午後１時30分～３時 東部老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

住所、年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容：健康チェック（血圧測定、検尿）・健康体操、レクリエーショ
　　  ン等を行っています。
問 　社 会 福 祉 協 議 会 （☎692・9951）

地域包括支援センター （☎637・3175）

いきいきサロンのご案内

葉
先
よ
り
水
の
粒
子
を
し
た
た
ら
せ
ポ
ッ
ト
の
苗
の
ず
ら
り
と
並
ぶ

岡　

田　

博　

子

ひ
と
と
き
の
よ
ろ
こ
び
に
似
て
銀
色
の
小
さ
き
機
体
白
き
尾
を
引
く

春　

本　

壽
美
子

夏
草
の
風
に
吹
か
れ
て
揺
れ
な
が
ら
秋
を
引
き
寄
せ
黄
金
と
な
ら
ん

四　

宮　

千　

代

子
を
叱
る
息
子
の
声
の
凜
と
し
て
八
・
一
五
黙
祷
の
刻

里　

山　

麻　

子

よ
ろ
こ
び
は
今
も
昔
も
シ
ャ
リ
シ
ャ
リ
と
無
邪
気
な
音
を
食
べ
る
か
き
氷

長　

山　

雅　

則

阿
波
藍
の
里
が
一
躍
街
と
な
る「
ゆ
め
タ
ウ
ン
」来
て
放
つ
光
彩

小　

原　

喜
代
子

老
い
し
父
母
の
終
の
住
処
を
見
つ
け
し
と
聞
き
し
夕
べ
の
湯
の
た
ぎ
る
音

犬　

伏　

栄　

子

地
下
五
階
の
駅
の
ホ
ー
ム
に
下
る
と
き
抹
香
鯨
の
腸
を
お
も
え
り

山　

本　

枝
里
子

（子の氏名） （ふりがな） （性別） （父） （母） （住　　所）

髙　橋　優　友 （ゆうすけ） 男 達 也 ・ 美 雪 富吉字中新田
安　田　将　愛 （しょうま） 男 大 将 ・ 夏 生 笠木字西野
栁　本　帆乃花 （ほ の か） 女 茂 喜 ・ 牧 子 奥野字乾
小笹山　瑠　夏 （る　 か） 男 和 也 ・ 千 春 勝瑞字西勝地
岡　田　あかり （あ か り） 女 望 ・ かおり 富吉字地神
松　本　彩　花 （あ や か） 女 輝 久 ・ 和 実 富吉字豊吉
篠　原　煌　雅 （こ う が） 男 雅 人 ・ あゆみ 乙瀬字中田
田　尾　奏　也 （そ う や） 男 文 哉 ・ 知 穂 住吉字乾
飯　尾　瑞　稀 （み ず き） 女 晃 宏 ・ 知 佳 勝瑞字幸島
朝　日　　　凜 （り　 ん） 女 誠 二 ・ 智 花 住吉字神蔵
萩　　　真　規 （ま さ き） 男 彰 文 ・ 美恵子 富吉字穂実
大　川　直　翔 （な お と） 男 正 美 ・ 舞 子 笠木字中野
中　村　青　葉 （あ お ば） 女 圭 吾 ・ 真 弥 東中富字直道傍示
河　上　舜　哉 （しゅんや） 男 典 史 ・ 安 奈 乙瀬字青木
郡　　　夏　希 （な つ き） 男 順 平 ・ 優 子 奥野字原
薄　墨　尚　真 （しょうま） 男 真 吾 ・ 真 奈 富吉字穂実
福　本　雄　禅 （ゆうぜん） 男 学 ・ さおり 住吉字若宮
阿　部　旦　來 （あ　 き） 男 靖 士 ・ 宏 美 徳命字元村東
葭　本　廉　斗 （れ ん と） 男 祐 也 ・ 和 代 富吉字富吉
清　水　琴　羽 （こ と は） 女 栄 作 ・ 久美香 勝瑞字正喜地
服　部　和　史 （かずふみ） 男 克 次 ・ いずみ 富吉字地神
川　口　愛　莉 （あ い り） 女 巧 ・ ひとみ 奥野字原
橋　本　瑠　暁 （る　 あ） 男 卓 也 ・ さおり 住吉字神蔵
髙　田　志　凛 （しゅうが） 女 武 也 ・ あゆみ 徳命字名田
大　形　悠　史 （ゆ う し） 男 竜 則 ・ 佳 奈 勝瑞字東勝地

地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう

藍住町青少年健全育成会議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会
板野西部青少年補導センター

地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう

子どもは、私たちの宝です
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　８月３日に新作物研究会（女性部）が親子料理教室を開催しました。この
教室は、同会が取り組んでいる地産地消や食育の普及・促進に対する理解
を親子で深めてもらおうと開催したもので、親子21人が夏野菜（こどもピー
マン・ミニパプリカ・フリーダム（ミニキュウリ）・坊ちゃんカボチャ）を使っ

たピザ作りを楽しみました。
　教室は毎年２回開催しており、次回は２月に
予定しています。

問  経済産業課（☎637・3120）　　　　　　　

医療法人
健美会

とくしま耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科

診療時間

8:45～12:30

14:30～17:30

月 火 水 木 金 土

院長　棚本　洋文
㈳日本耳鼻咽喉科学会　認定　耳鼻咽喉科専門医
㈳日本アレルギー学会　認定　アレルギー専門医

TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店　南 200mエネオスはいる

じ　　び　いん こう　か

西条北島線

徳島環状線
四国三郎橋▼

洋服の青山● ●釣具店

●陸運局

●
エネオスGSマルナカ成長店●

●はなまるうどん

N
とくしま
耳鼻咽喉科

予約専用電話 088－683－3381
（ミミハチイチバン）

診療時間

月・火
木・金 ９:30

～

1：30

３:30～８：30

２:30～６：00水・土

午  前 午  後

増田クリニック
TEL：  088 - 693 - 3020
藍住町役場東500ｍ

健診・禁煙指導・予防接種承ります。
●診療科目：内科・循環器科

心臓血管外科・ペインクリニック内科

土
○
5：30
まで

金
○
○

木
○
／

水
○
○

火
○
○

月
○
○

診療時間
午前9:00～12:30
午後2:30～　6:30

ＮＰＯ法人　藍住町手をつなぐ育成会

TEL（088）635-8461　藍住町東中富字西安永133－59
放課後等デイサービス

オレンジノート
TEL（088）635 8461 藍住町東中富字西安永133－59

オレンジノート
知的障害のある児童（学童）に放課後の支援をご提供します。
月～土（９：３０～１８：００）
就労支援サービス
知的障害のある人に福祉就労支援をご提供します。
月～土（10：0０～１6：００）

送迎サービスも行っておりますのでご相談ください

板野南小学校

ファミリー
マート

オレンジ
ノート

※このページの広告収益は防災事業に役立てられています。

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

。

町
指
定
有
形
文
化
財

　
「
福ふ

く
じ
ょ
う
じ

成
寺
石せ

き
造ぞ

う
地じ

蔵ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

坐ざ

像ぞ
う

」

指
定
年
月
日　
昭
和
62
年
３
月
31
日

　
福
成
寺
は
真
言
宗
の
寺
院
で
、
16
世
紀
初

め
に
中ち

ゅ
う

興こ
う

開か
い

基き

さ
れ
ま
し
た
。『
阿あ

州し
ゅ
う

三み

好よ
し

記き

大だ
い

状じ
ょ
う

前ま
え

書が
き

』に
よ
り
ま
す
と
、
七し

ち

堂ど
う

伽が

藍ら
ん

を

持
つ
寺
院
で
、
勝
瑞
城
下
に
あ
っ
た
持じ

明み
ょ
う

院い
ん

（
江
戸
時
代
に
徳
島
城
下
へ
移
転
、
現
廃
寺
）

と
と
も
に
住
吉
神
社
の
別べ

っ

当と
う

寺じ

院い
ん

で
し
た
。

　
境け

い
だ
い内
に
あ
る
地じ

蔵ぞ
う

尊そ
ん

は
、
香
川
県
さ
ぬ
き

市
の
火ひ

山や
ま

周
辺
で
切
り
出
さ
れ
た
凝ぎ

ょ
う

灰か
い

岩が
ん

で

作
ら
れ
た
も
の
で
、
製
作
年
代
は
室
町
時
代

前
期
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
貴
重
な
石
像
で
す
。

　
こ
の
地
蔵
は
、
北
向
き
に
座
っ
て
い
ま
す

が
、
北
向
き
の
地
蔵
は
珍
し
く
、
昔
か
ら
御ご

利り

益や
く

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
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